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書
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本
書
は

二

〇
〇

〇
年
に

慶
應
義
塾
大
学
に

提
出
さ

れ
た
博
士
学
位
請
求

論
文
を
基
と

し、

そ
の

後
に

書
か

れ

た

論
文
も

増
補
し

て

編
ま

れ
て

い

る
。

冒
頭
の

「

は

じ

め

に
」

に

続
き
、

第
一

部
「

女
神
」

に

は
二

編
の

論

文
、

第
二

部
「

男
神
と

英
雄
」

に

は

六

編
の

論
文
が

収
め
ら
れ、

巻
末
に

は

「

あ
と
が

き
」

、

「

初
出
一

覧
」 、
「

主

要

さ

く
い

ん
」

が

付

さ

れ
て

い

る
。

初
出
一

覧
に

よ

る

と
、

第
一

章
が

最
も
早
い

（
一

九
八

六

年）

が、

さ

ら

に

「

あ
と

が

き
」

を
見
る

と、

元

来
は

修
士

論
文
で、

四

半
世
紀
前

の
一

九
八
〇
年
に

書
か

れ
た
と
な
っ

て

い

る
。

た
だ
し

、

注
の

文
献
を

見

る

と

最
近
の

も
の

ま

で

記
載
さ

れ
て

い

る

の

で、

特
に

断
り

書
き

は

な

い

が、

本
文
も
含
め

て

加

筆
修
正
が

行
わ

れ

て

い

る

と

思

わ
れ

る

（

他
の

章

も
同

様）
。

　
八
編
の

論
文
に

共
通
す
る
の

は、

オ

リ

エ

ン

ト

神
話
と

中
国
神
話
（

た

だ
し

第
五

章
だ
け

は

中

国
神
話
で

は

な

く
韓
半
島
神
話
）

の

比
較、

あ

る

い

は

中

国
神

話
に

は

オ

リ
エ

ン

ト

神
話
か

ら

の

伝
播
の

影
響
が

認
め

ら

れ

る

と

い

う
主

張
と、

本
書
の

副
題
と

も

な
っ

て

い

る

「

比
較
神
話
学
」

的

な

方
法
論
で

あ
ろ

う
。

「

あ

と

が
き
」

に

よ

れ

ば、

著
者
は

学

部
時
代
に

は

西
洋

史
・

オ

リ
エ

ン

ト

史
を

専
門
と

す
る

小
川
英
雄
氏
に

、

そ

し
て

大

学
院
で

は

中
国
民
俗
学
の

伊
藤
清
司
氏
に

就
き

、

そ

し

て

さ

ら
に

博
士
課

程
か

ら

は

日

本
神
話
と

印
欧
語
族
神
話
と

の

比
較
研
究
を
専
門
と

す
る

、

学
習
院
大
学
の

吉
田
敦
彦
氏
か

ら
も
指
導
を
受
け
た

と

い

う

経
歴
を

有
し

て

い

る
。

評
者
も

学
会
や

研
究
会、

そ

し
て

共

著
の

た

め
の

会

合
な
ど
に

お

い

て

こ

れ
ら
御
三

人
の

碩

学
の

謦
咳
に

接
す
る

機
会
に

幾

度
か

恵
ま
れ

た

が
、

い

ず
れ
も

専
門

領
域
に

必
ず
し
も

限
定
さ

れ

な
い

豊
か

な

学
識
と

学
的

関
心
を
持
っ

て、

比
較
研
究
に

も
好

意
的
で

あ
っ

た
。

こ

う
し

た

師

に

恵
ま

れ
た
こ

と

も、

著
者
の

研

究
方
法
に

大
き

な

影
響
を

与
え
た

と

予

測
で

き

る
。

　

た
だ
し
そ
の

中
で

も、

第
一

部
と

第
二

部
で

は

温
度
差
と

い

う
か

、

考

え

方
に

若
干
の

違
い

が

見
受
け
ら

れ

る
。

そ

れ

は

対
象
と

論
文
執
筆
の

年

代
に

も

関
わ

る

問
題
と

思
わ

れ
る

が
、

ま

ず
そ

れ
ぞ

れ
の

論
文
の

内
容
紹

介
を
し、

そ

の

後
に

、

こ

う
し

た

温
度
差、

そ

し
て

著
者
の

方
法
論
の

独

自
性
を

ど

の

よ

う
に

評
価
す
べ

き

か
、

と

い

う
問
題
に

進
ん

で

い

く
こ

と

に

し

た

い
。

　

上

述
の

よ

う
に
、

第
】

章
は
一

九
八

〇
年
に

書
か

れ、

第
二

章
は

だ
い

ぶ

後
の

二

〇
〇
〇
年
に

書
か

れ

て

い

る
。

し
か

し、

二

編
は

「

中
国
古
代

神
話
に

お

け
る
地
母
神
の

研

究
」

と

い

う

同
じ

副
題
（
そ

の
（

1）
と
（
2）
）

を
有
し

、

第
一

章
で

は

西
王

母、

そ

し
て

第
二

章
で

は

女
蝸
が、

「

地
母

神
」

と
し
て

解
釈
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ

は、

書
か

れ
た

年
代
の

差
に

も

関

わ
ら
ず、

女
神
に

つ

い

て

の

著
者
の

解
釈
は

変
わ
っ

て

い

な

い

と

い

う

意
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思
表
明
で

あ
ろ

う
。

　

第
一

章
「

西
王

母
の

原

像
」

で

は、

西
王

母
に

関
す
る

多
様
な

伝
承
と

は
、

「

本
来
持
っ

て

い

た

特
性
や
機
能

、

そ

の

内
的
な

力
を
必

然
的
に

顕

現
し

て

い

っ

た

過
程
と

し

て

捉
え

直
す
べ

き
で

は
な
い

だ

ろ

う
か
」

と

し

て
、

「

地

母
神
も
し

く
は

原
始

母
神
と

い

う

概
念
」

を

導
入
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

「

本
質
が
始
め

て

把
握
で

き

る
」

と

主

張
す
る

（

二

〇
頁）

。

そ

し
て

よ

り

資
料
が

豊
富
な

古
代
オ

リ
エ

ン

ト

の

地
母
神
群
（
ア

ナ
ト
リ
ア

の

キ
ュ

ベ

ー

レ

ー、

ウ

ガ
リ

ッ

ト

の

ア

ナ

ト
、

シ

ュ

メ

ー

ル

の

イ
ナ

ン

ナ〉

と

比

較
し
て

、

そ

の

性
格
が

極
め

て

類
似
し

て

い

る

と

し
、

ま

ず
個

別
の

女
神
と
の

比

較
を
行

う
。

キ
ュ

ベ

ー

レ

ー
と

の

間
に

は

「

山
岳
の

女

神
」 、

「

百

獣
の

女
主
人
」

、

「

両
性
具
有
」

と
い

う

具
体
的
で

細
部
に

及
ぶ

類

似
が

見
ら
れ、

ア

ナ

ト

と
の

比

較
で

は
、

「

死
の

女
神
」 、

「

女

兵
士

も

し

く
は

戦
神
」

、

「

王

権
の

守
護

神
」

、
「

有
翼

・

鳥
形
」 、
「

最
高
神
（

上

帝
）

の

娘
」

と

い

っ

た

共
通
点
が

見
ら

れ、

そ
し
て

イ
ナ
ン

ナ

と

の

比

較

で

は
、

「

聖
婚
の

花

嫁
」 、

「

最

高
神
の

娘
」

と

い

う

共
通
点
が

見
ら

れ
る

と

述
べ

ら

れ
る

。

西
王

母
が

こ

う
し

た

類
似
や
一

致
を
示

す
理

由
と

し

て
、

著
者
は

地
母
神
が

母
権
制
社
会
の

時
代、

母

権
制
か

ら
父

権
制
へ

と

移
行
す

る

過
渡
期
・

混
乱
期

、

そ

し

て

農
耕
文
明

・

都
市
文
明
の

誕
生
と

い

っ

た

歴
史
的
変
遷
に

応
じ
て

、

そ

の

姿
を

変
容
さ

せ

て

き
た

こ

と

が

背

景
に

あ
り、

キ
ュ

ベ

ー

レ

ー

は

そ

の

最
古
層
の

母
権
制
社
会
の

痕
跡
を
、

そ
し
て

ア

ナ

ト

は

過

渡
期
の、

そ

し

て

イ

ナ

ン

ナ

は

最
終
段
階
の

痕
跡
を

主
に

示
し
て

い

る

が、

そ

れ
ら
す
べ

て

の

段
階
の

要
素
が

西
王

母
に

は

認

め
ら

れ
る
と

考
え
て

い

る
。

　
第
二

章
「

女

蝸
原
始
」

で

は、

女
媽
が

第
一

章
の

西
王

母
の

場
合
と

同

じ

く、

ア
ッ

カ

ド
・

バ

ビ

ロ

ニ

ア

神
話
の

テ

ィ

ア

マ

ト、

カ

ナ

ン

神
話
の

ア

シ

ェ

ラ
、

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

・

ロ

ー

マ

時
代
の

シ

リ
ア

神
話
の

ア

タ

ル

ガ

テ

ィ

ス

（
別
名
に

デ
ア
・

シ

リ

ア

と

か

デ
ル

ケ

ト）
、

ギ
リ
シ

ア

神

話
の

ガ

イ

ア、

女

神
テ

ー
テ

ィ

ス

と

大
洋
の

男
神
オ
ー

ケ

ア

ノ

ス

の

ベ

ア、

ヘ

ラ、

エ

ウ

リ
ュ

ノ

メ

ー
な

ど
の

オ

リ
エ

ン

ト
か

ら

東
地

中
海
域
に

か

け

て

の

大
女

神
と

比

較
さ

れ
る
。

そ
し

て

そ

れ
ら

の

女
神
た

ち

と

女
蝸
に

は、

「

始
原
の

存
在
」

、

「

水
界
と

の

結
合
」 、

「

神
々

の

母
」 、

「

怪
獣
・

怪
物
の

母
」

、
「

造

物
主
・

創
造
主
」 、

「

至

高
の

女
神
」 、

「

母
性
崇
拝
」 、

「

人
間
の

創
造
」

と

い

っ

た

共
通
の

神
話
・

宗
教
要
素
が

非
常
に

多
く
見
ら

れ
る
と

指

摘
し、

女
蝸
も
ま
た

こ

う
し

た

地
母
神

、

原
始
母
神

、

グ
レ

ー

ト
・

マ

ザ
ー
（
太
母
V

、

大
女
神
の
一

員
に

他
な

ら

な
い

と

説
く

。

　

第
三

章
「

后

奔
叙
事
詩
の

復
原
」

は、

堯
王

の

時
代
の

英
雄
で

あ
る

后

穽
（
ま
た
は

葬
）

に

つ

い

て

の

伝
承
が
、

『

ギ
ル

ガ

メ

シ
ュ

叙
事

詩
』

の

影
響
下
に

纏
め

ら

れ
た

の

で

あ
ろ

う
と
論
じ
る

。

后

界
は

十
の

太
陽
が
一

度
に

出
現
し
た

時
に

、

堯
の

命
令
で

弓
矢
に

よ
っ

て、

一

つ

を

残
し
て

他

の

九
つ

の

太
陽
を
射
落
と

し

た
こ

と
で

有
名
だ
が
、

そ
の

他
に

互

角
の

弓

矢
の

腕
を

持
つ

逢
蒙
と

い

う

仲
間
が

い

る

こ

と

や、

多
く
の

怪
物
退
治
を

す

る

こ

と
、

不

死
の

薬
を

求
め

て

西
方
の

崑
崙
ま

で

苦
し

い

旅
を
す

る

が
、

せ

っ

か

く

手
に

入
れ

た

秘
薬
は

妲
娥
に

よ

っ

て

盗
ま

れ
て

し
ま
う
と

い

っ

た

エ

ピ

ソ

ー

ド
を

持
っ

て

い

る
。

著
者
は

こ

れ
ら

が
、

ギ
ル

ガ

メ

シ

ュ

が
互
角
の

力
を

持
つ

朋
友
エ

ン

キ
ド

ゥ

と

と

も

に

怪
物
フ

ン

バ

バ

や

天

の

雄
牛
を

退

治
し、

地
の

果
て

ま

で

旅
し
て

若
返

り
の

草
を
入

手
す
る

が
、

そ
れ
を
蛇
に

奪
わ
れ
て

し

ま

う
と

い

う
『

ギ
ル

ガ

メ

シ
ュ

叙
事
詩
』

の

内
容
と

よ

く

合
致
す
る

と
し
て、

「

「

后
葬
叙
事
詩
」

は

『

ギ
ル

ガ

メ

シ

ュ

叙
事
詩
』

の

伝

来
に

よ

っ

て

初
め

て

中
国
に

生
ま

れ
た

叙
事
詩
」

（
一

六

七
頁）

で

あ
る

と

し

て

い

る
。
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第
四

章
「

穆
王

讃
歌
」

が

対
象
と

す
る

『

穆
天
子
伝』

は
、

前
四
世
紀

の

戦
国
時
代
の

魏
国
の

王
墓
か

ら

発
見
さ

れ
た

竹
簡
文
書
で
、

前
一

〇

世

紀
に

在
位
し

た

と

さ

れ

る

西
周
の

穆
王

が

西
方
へ

旅
を
し
た

こ

と

が

語
ら

れ

て

い

る
。

著
者
は

こ

の

作
品
を、

ウ
ル

第
三

王

朝
の

第
二

代
目
の

王
シ

ュ

ル

ギ

（

前
二

一

世
紀
に

在
位）

を
主
人
公
に

し
た
シ

ュ

メ

ー
ル

語
の

作

品
「

シ

ュ

ル

ギ
王
讃
歌
」

と

比
較
し、

両

者
の

問
に

は

八

項

目
に

お

よ
ぶ

「

到
底
偶
然
の

所
産
と

は

考
え
ら
れ
な
い

い

く
つ

か

の

類
似

点
が

見
出
さ

れ

る
」

（

一

九
三

頁
）

と

し、

シ

ュ

メ

ー

ル

の

作
品
が

春
秋
．

戦

国
時

代

の

中
国
に

伝
来
し、

穆
王

の

伝
説
と

習
合
し

た

結
果
で

あ
る

と

す
る

。

そ

の

よ
う
に

考
え
る

理
由
と

し

て

著
者
は、

東
西
交
流
史
の

長
沢
和
俊
の

著

書
に

依
拠
し

つ

つ
、

「

メ

ソ

ポ
タ
ミ

ア
の

文

物
は
、

紀
元

前
十
世

紀
頃
を

境
と

し

て

周
辺
の

地
域
に

伝
播
し

、

そ

の
一

つ

の

流
れ
は
中
国
に

及
ん
だ

と

考
え

ら
れ
」 、

「

し

か

も
、

そ
の

文
物
の

中
に

は
鉄
器
や
小
麦
や
戦
車
の

よ

う
に

有
形
で

あ

り
、

き

わ

め
て

利
用
価
値
が

高
く、

そ
れ
故
に

伝
播
す

る

必
然
性
も

高
い

も
の

の

他
に

、

神
話
や

叙
事
詩
と

い

っ

た

無
形
の

文

学

作
品
も
含
ま

れ

て

い

た
」

と

指
摘
す
る
（
一

九
七
頁）

。

　

第
五

章
「

捨
て

子

伝
承
の

系
譜
　
　
朱
蒙
に

関
す

る
一

考
察
」

は、

『

三

国
史
記
』

が

伝
え
る、

高
句

麗
の

始
祖
で

あ
る

朱
蒙
の

神
話
が

、

伝

播
し
て

き
た

旧

約
聖
書
の

モ

ー

セ

に

つ

い

て

の

伝
承
に

よ
っ

て

影
響
を

受

け
た
結
果、

現

在
の

よ
う
な

構
成
に

な
っ

た

こ

と

を

論
証
し

よ

う
と

し

て

い

る
。

た
だ
し、

モ

ー

セ

の

伝
承
が

直
接、

高
句
麗
に

伝
播
し

た

と

い

う

よ

り、

イ
ス

ラ

エ

ル

に

お

い

て

モ

ー
セ

伝
承
が

生
ま

れ

る

の

に

モ

デ
ル

と

な
っ

た

ア

ッ

カ

ド
王

サ

ル

ゴ

ン

の

捨
て

子
伝
承
が

、

ペ

ル

シ

ア

で

は

ア

ケ

メ

ネ
ス

朝
の

始
祖
キ
ュ

ロ

ス

や

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー
、

イ
ン

ド
で

は

『

マ

ハ

ー

バ

ー

ラ

タ
』

の

英
雄
カ

ル

ナ、

そ

し

て

中
国
で

は
穆
王

や
黄
帝
の

伝
承
に

断
片
化
し
つ

つ

認
め

ら
れ、

そ
し
て

高
句
麗
に

ま

で

伝

播
し

た

の

で

は

な

い

か、

と
著

者
は

考
え
て

い

る
。

　

第
六

章
「

黄
帝
伝
説
異
聞
」

で

は、

漢
族
の

始
祖
と

さ

れ

る

黄
帝
の

姿

を、

バ

ビ

ロ

ニ

ア

の

天
地

創
造
神
話
『

エ

ヌ

マ

・

エ

リ

シ
ュ

』

の

主
人
公

で

あ
る

マ

ル

ド

ゥ

ク

と

比

較
し

て

い

る
。

黄

帝
の

名
は
、

『
尚
書』
、

『

詩

経
』

、

『

論
語
』

、

『

孟
子
』

と

い

っ

た

古
書
に

は

見
え
ず、

比
較
的

後
に

な

っ

て

編
纂
さ

れ
た

『

山
海
経
』 、

『

荘
子
』

、

『

穆
天
子
伝』

な
ど
に

至
っ

て

初
め

て

登
場
す
る

の

で
、

従
来
は
五

行
説
・

五

行
思
想
の

産

物
で

は

な
い

か

と

い

う
説
も
出
さ
れ
て

い

た
。

し
か

し

著
者
は、

黄
帝
と

マ

ル

ド
ゥ

ク

に

は

農
耕
神、

太

陽
神、

天

候
神、

治
癒

神、

戦
神、

造
物
主
と
い

う
六

つ

の

機
能
が

共
通
し

て

認
め

ら

れ
る

こ

と

か

ら
、

春

秋
・

戦
国

時
代
に

『

エ

ヌ

マ

・
エ

リ
シ
ュ

』

が

伝
わ

る

と
、

マ

ル

ド

ゥ

ク

の

姿
に

影
響
さ

れ

て
、

そ

れ
以

前
の

多
様
な

古
帝
王

に

関
す

る

伝
承
の
一

元
化
が

行
わ
れ
、

黄
帝
伝
説
が

創
作
さ

れ

た

の

で

は

な
い

か
、

と

推
測
し

て

い

る
。

　

第
七

章
「

崑
崙

伝
承

起
源

考
」

は
、

新
疆
と

チ
ベ

ッ

ト
の

境
界
を

な

し
、

崑
崙
山
脈
に

そ

の

名
を
残
す
崑
崙
に

つ

い

て

の

『

山
海
経
』

に

見
え

る

伝
承
は

、

バ

ビ

ロ

ン

に

つ

い

て

の

伝

聞
に

影
響
さ

れ
て

形
成
さ
れ
た
と

す
る

。

特
に

著
者
が

注
目
す
る

の

は
、

屈
原
（
前
四
世
紀）

の

作
と

さ
れ

る

『

楚
辞
』

天
問
に

お

い

て
、

崑
崙
に

あ
る
と

い

う
空
中
に

垂
れ

下
が
る

庭
園
の

基
壇
は
ど

こ

に

あ
る
の

か
、

頂
が

天
に

届
く
九
重
の

増
城
は

ど
れ

ほ

ど

高
い

の

か
、

と
述
べ

ら
れ

て

い

る

部
分
で

あ
り、

こ

れ

ら
は

バ

ビ

ロ

ン

の

空
中
庭
園
と

ジ
グ
ラ

ッ

ト

を

指
し
て

い

て、

戦
国
時
代
に

バ

ビ

ロ

ン

に

つ

い

て

の

伝
承
が

伝
わ
っ

た

結

果、

西
方
と

の

交

流
の

玄
関
口

で

あ
っ

た
崑

崙
を
バ

ビ

ロ

ン

と

同
一

視
す
る

言
説
が

成
立
し
た

の

で

は

な

い

か、

と
示

唆
し
て

い

る
。
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第
八
章
「

中
国
古
代
の

神
統
記
（
テ

オ
ゴ

ニ

ア）
　
　

鯀
・

禹
・

啓
の

神
話
」

で

は、

夏
王
朝
の

始
祖
と

さ
れ

る

禹、

そ
の

父
の

鯀、

そ

し
て

息

子
の

啓
と

い

う
親
子→．一
代
の

系
譜
が
、

オ
リ
エ

ン

ト

の

「

神
々

の

世
代
交

代
」

と

い

う
冖

種
の

神
統
記
と

し
て

理

解
で

き

る

と

い

う

仮

説
が

提
示

さ

れ

る
。

「

神
々

の

世
代
交
代
」

と

は
「

天

上

の

王

権
」

評

ぎ
mq
ω

巨
O

ぎ

ぴ
Φ
曽
く
 

⇒

と

も

呼
ば

れ
る

モ

チ
ー

フ

だ
が、

こ

こ

で

は

小
ア
ジ

ア

の

「

ク

マ

ル

ビ

神
話
」

と

「

ウ

ル

リ

ク

ム

ミ

の

歌
」

が

鯀
・

禹
・

啓
の

神
話
と

比

較
さ

れ、

両
者
に

は

九
項
目
に

わ

た

る

類
似
な

い

し
対
応
す
る

モ

チ
ー
フ

が

認
め

ら
れ、

そ

れ
ら

は

「

到
底
偶
然
の

所
産
と

は

考
え

ら

れ

な
い

ほ

ど

細

部
に

わ
た
り、

し
か

も
そ

の

特
異
さ

と

い

う
点
で

も

決
定
的
で

あ
る
」

（
二

八
七
頁）

と

さ
れ

る
。

　
以
上

、

内
容
に

つ

い

て

は

理
解
し

得
た
限
り
で

出
来
る

だ
け

客
観
的
に

行
う
よ

う
努
め

た
。

し

か

し、

評

者
は

中
国
の

歴

史、

文

化、

神
話
に

つ

い

て

専
門
的
な

知
識
を

有
し

て

い

な
い

の

で
、

本
書
の

意

義
に

つ

い

て

学

術
的
な

評
価
を

下
す
こ

と

は

で

き

な
い
。

以
下
に

述
べ

る
の

は、

著
者
と

は

や
や

異
な

る

が、

同
じ

よ

う
に

神
話
の

比
較
研
究
に

関
心
を

持
っ

て

き

た
評

者
か

ら

み

た、

本
書
に

つ

い

て

の

疑
問
点
と

そ

の

理
論
的
意
味
に

つ

い

て

で

あ
る

。

し

か

し、

疑
問
を

示
し

つ

つ
、

そ

れ

と

同
時
に

評
者
が

特

記
し
て

お

き
た

い

の

は、

著
者
が

中

国
神

話
を

対
象
と

し
て

行
っ

て

き

た、

西
方
か

ら
の

神
話

要
素
の

伝
播
と

い

う
仮

説
に

基
づ

く
比
較
研
究
学

の

手
法
は

、

最
近
の

考

古
学
的
発

掘
状
況
と

む

し
ろ

整

合
的
で

あ
っ

て
、

従
来
か

ら
の

こ

う
し
た
比

較
神
話

学
的

手
法
へ

の

批
判
に

は

再
考
を

要
す

る

部
分
も
あ
る
と

思
わ
れ
る、

と
い

う
点
で

あ
る

。

　
ま

ず、

評
者
な

り
に

著
者
の

比

較
神
話
的
手
法
へ

の

道

筋
を

考
え

て

み

た

い
。

著
者
の

最
初
の

関
心
は、

第
一

章
の

母
体
と

な
っ

た

修
士

論
文
か

ら

も
伺
え

る

よ

う
に

西
王
母
と
い

う
「

女
神
」

で

あ
っ

た
。

資
料
の

多
く

が

断
片
化
し

て

い

る

古
代
中
国
神
話
の

原
像
を
い

か

に

し
て

再
建
す
る

か

を

考
え

、

そ

れ

が
、

よ

り
資
料
の

豊
富
な
他
地
域
の

神

話
と
の

類
型

的
あ

る

い

は

形
態
論

的
な

（
著
者
の

用

語
で

は

「

現

象
論
的
な
」）

比

較
に

よ

っ

て

可
能
で

あ
る

と

す
る

視
点
に

立
っ

て

書
か

れ
た
も
の

で

あ
る

。

そ
こ

で

は

ま
だ、

中
国
へ

の

オ

リ
エ

ン

ト
神
話
の

伝
播
に

よ

っ

て
、

元
来
あ
っ

た

中
国
神
話
が

改
変
さ

れ

て

現
在
伝
わ

る

よ

う
な

姿
と

な

っ

た

と

す
る
伝

播

説
は
主

張
さ
れ
て

い

な
い

。

　
し

か

し、

こ

う
し
た

初
期
の

類
型
的
な

比

較
か

ら
、

第
二

部
の

諸
論
考

に

見
ら
れ
る
よ

う
な

伝
播
を

想
定
す
る

よ

う
な

比

較
へ

と

変
化
し

て

い

く

こ

と

は

む

し
ろ

自
然
で

あ
り、

必

然
的
で

あ
っ

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

な

ぜ
な

ら

著
者
は、

第
一

章
執

筆
時
に

す
で

に
、

女
神
だ
け

で

な

く、

「

あ

る

特
定
の

男
神
や
英
雄
の

神
話、

叙
事
詩、

時
に

は

聖
地
の

伝
承
の

類
が

古
代
オ

リ

エ

ン

ト
と

中
国
で

は
到
底
偶
然
と
思
え
な
い

類
似
を
示
し
て

い

る
」

と

感
じ

た

と

し

て

お

り
〔
「

は

じ
め

に
」

四

頁｝
、

当
初
の

「

現

象
論

で

は

な
く、

系

統
論
も
し

く
は

伝
播
論
で

解
く

可

能
性
を

模

索
し
つ

づ

け
」

る

こ

と

と

な
っ

た
（
同

頁）
。

勿
論、

著
者
は

こ

う
し

た

伝
播

論
が

か

つ

て
一

九
世

紀
に

唱
え
ら

れ、
「

今

日
の

学
会
で

は

物
笑
い

の

種
に

こ

そ
な
れ、

お

お

む
ね
】

顧
だ
に

さ

れ

る

こ

と

の

な

い

学
説
」

と

自
ら

形
容

し

て

い

る

「

汎
バ

ビ

ロ

ニ

ア

説
」

（
二

六
一

頁）

に

近
い

こ

と
を

意
識
し

て

い

た
で

あ
ろ

う。

自
身
も
述
べ

る

よ

う
に、

著
者
の

方

法
論
に

は

疑
問

や

否
定
を
前
提
と

し
た
反
論
が
多
く

出
さ

れ
て

い

る
。

　
た

と

え

ば

評
者
も、

い

く
つ

か

の

疑

問
を
呈
す
る

こ

と

が

で

き

る
。

第

一

に
、

オ

リ

エ

ン

ト
と

古
代
中
国
の

よ
う
に、

帝
国
と

い

う

政
治
形
態
が
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似
て

い

る
場
合、

王

権
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー

に

つ

い

て

の

神
話
表

現
が

似
て

き

て

も
不
思
議
は

な
い

し、

似
て

い

て

む
し
ろ

当
然
と

も
思
え
る

が、

そ

う

し

た

伝
播
を

伴
わ
な

い

よ

う
な、

よ
り

社
会

状
況
一

般
の

類

似
か

ら

生
ま

れ
る
よ

う
な

神
話
の

類
似
例
は

存
在
し
な
い

の

か、

と

い

う

疑
問

。

第
二

に
、

パ

ズ

ル

の

ピ

ー

ス

の

よ
う
に

異
な
る

時
代
の

断
片
を

つ

な

ぎ

合
わ
せ

て
、

異
な
る

時
代
の

資

料
か

ら

統
一

的
・

構
造
的
な

神
観
念
を

ま

と

め

て

よ
い

の

か、

時
代
的
な

変
化
を

考
え

ず
に

よ

い

の

か

と

い

う

疑
問

。

こ

れ

は

換
言
す
れ
ば

、

図
式
あ
る

い

は

直
感
的
な

思
い

入
れ

が

ま

ず
あ
っ

て
、

資

料
中
の

そ
れ

に

合
致
す
る

よ

う
な

箇
所
が、

恣
意
的
に

と

は
言
わ
な
い

が

無
意

識
の

願
望
の

も
と

に

共
通
点
と

し

て

見
出
さ

れ
て

く
る
の

で

は
な

い

か

と

い

う

疑
問
で

あ
る

。

そ

し

て

第
三

に、

中
国

神
話
と

オ
リ
エ

ン

ト

神
話
と

の

間
に

説
話
レ

ヴ
ェ

ル

で

の

類
似
が

認
め

ら

れ
る、

つ

ま
り

中
国

神
話
の

多
く
に

お

い

て

構
成
に

オ

リ

エ

ン

ト
神
話
の

影
響
が

認
め
ら
れ
る

と

し

て
、

そ

う
し

た

個
別
ケ

ー

ス

の

成
果
を
ど

の

よ
う
に

総

合
化
し

得
る

の

か

（
あ
る
い

は

そ
う
し

た

総

合
化
は

不
可

能
な

の

か
）

、

そ
し

て

更
に

進
め

て
、

一

連
の

論
考
が
、

中
国
神
話
あ
る
い

は

神
話
一

般
の

理

解
に

ど

の

よ

う
な
形
で

貢
献
で

き

る

の

か

と

い

う
疑
問
で

あ
る

。

結

局、

も
っ

と

具
体
的
な
要
望
と

し
て

上
記
の

三

つ

の

疑

問
点
を

纏
め

る

な
ら
ば、

本
書

の

成
果
に

つ

い

て、

よ

り
抽

象
度
を

高
め
た
理

論
的
な

論
文
を

著
者
が

次

に

刊
行
さ
れ
る
こ

と

を
評
者
は

希
望
す
る
と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

し
か

し
、

そ

う
し
た

批
判
や

疑
問
に

対
し
て

も、

著

者
は
、

「

ほ

と
ん

ど

物
語

性
に

欠
け、

断
片
的
で

、

前
後
の

脈
絡
を

も
た

な
い

中

国
の

神

話
」

（

伊
藤
清
司
）

を

復
元
す
る

に

は
他
地
域
の

よ
り
豊
か

に

開
花
し
て、

保
存
状
態
の

よ
い

神
話
と

の

比

較
が
「

有
効
な

手
段
と

し

て

許
容
さ

れ

る

べ

き
で

あ
る

」

と
し

て
、

古

代
オ
リ
エ

ン

ト

と
の

比

較
を

擁
護
す
る

だ

け

で

な

く、

さ
ら
に

他
の

研
究
者
が

す
で

に

試
み

て

い

る
よ

う
な

ギ
リ

シ

ア
、

イ

ン

ド
、

そ

し

て

近
隣
の

少
数
民
族
の

神
話
と

の

比
較
も
成
り
立
ち

う

る

と

主

張
す
る

の

で

あ
る

（

六

頁
V

。

著
者
は

む
し

ろ

確
信

犯
的
に、

あ

え
て

問
題
提
起
も

含
め

て

こ

の

手
法
に

固
執
し
て

い

る

よ
う
に

思
わ
れ

る
。

　
さ

て
、

近
年
の

中
国
内
陸
部
に

お

け
る

発
掘

調
査
は、

中

国
に

は

予
想

以
上
に

古
い

時
代
か

ら
西
方
か

ら
の

進
出
が
見
ら
れ

た

可
能

性
が

あ
る

こ

と

を
示
し
て

い

る
。

た
と
え
ば、

現

在
は

新
疆
ウ

イ

グ
ル

自
治
区
に

属
す

る
、

か

つ

て

の

楼

蘭
王
国
の

地

域
で

は

小
河
墓

遺
跡
と

い

う

墓
地
遺
跡
が

発

見
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

こ

か

ら
は

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

系
白
人
種
の

ミ

イ
ラ

が

数
百
体

確
認
さ

れ
た

ば
か

り

か、

放
射
性
炭
素
年
代
測

定
法
に

よ

る
と

今

か

ら
三

八

〇
〇
年
前
の

も
の

と

い

う
結
果
が

出
て

い

る

（

NHK

「

新
シ

ル

ク

ロ

ー

ド
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト

編
著
『

NHK

ス

ペ

シ

ャ

ル
・

新
シ

ル

ク

ロ

ー

ド
ー

　
楼
蘭
・

ト

ル

フ

ァ

ン
』

NHK

出
版、

二

〇
〇
五

年。

中
国

語
や

欧
文
で

の

報
告
書
・

文
献
に

つ

い

て

は
、

同
書
巻
末
「

参
考
文
献
」

ニ

ニ

六

頁
を

参
照
）

。

こ

の

墓
地

遺
跡
を

作
っ

た

西
方
か

ら

の

白

人
種
集

団
が

彼
ら

単
独
で

存
在
し

て

い

た

と

は

思
え
な

い
。

ま

た
「

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

系
」

の

人
々

の

み

が

中
国
内
陸
部
に

や

っ

て

き

た
と

仮
定
す
る
の

も
難
し

い
。

「

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

系
」

が

来
ら
れ

る

の

な
ら

、

「

オ

リ

エ

ン

ト
系
」

が

来

ら

れ

な

い

あ
る

い

は
来
な

い

訳
は
な
い

の

で

あ
る

。

そ

し
て

こ

う
し
た

西

方
か

ら

の

集
団
は

武
力
に

よ
る

領
土
征
服
を
目

指
す
の

で

な
け
れ
ば
（
そ

う

考
え

る
べ

き

理
由
は

発

掘
か

ら

は

見
出
さ

れ
て

い

な
い
）
、

耕
地
を

求

め

て

の

移
動
か

交
易
の

た

め
の

拠
点
作
り
と

い

っ

た、

よ
り
平

和
裡
な

移

住
で

あ
ろ
う。

そ

の

場

合、

中
国
と

の

神
話
を

含
ん

だ

文
化

的
交

流
が

想

定
さ

れ

る
こ

と

に

な
る

。

つ

ま
り、

著
者
の

主

張
す

る

オ
リ
エ

ン

ト

神
話
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の

中
国
へ

の

伝
播
と

そ

の

結
果
と

し

て

の

中
国
神
話
に

お

け
る

オ

リ
エ

ン

ト

神
話
と

の

類
似
に

つ

い

て

は、

最
初
か

ら

否
定
し
て

は
な

ら

な

い

の

で

あ
っ

て、

個

別
の

ケ

ー

ス

毎
に

検
証
し、

評
価
し

な
け
れ
ば
な

ら

な

い
。

　

最
後
に

付
け

加
え
る

な
ら
ば、

著
者
が
オ

リ

エ

ン

ト

神
話
と

中
国
神
話

を
比

較
す
る

た

め

に

重
ね
た

努
力
は

並

大
抵
で

は

な

い
。

も

ち

ろ

ん
、

資

料
は
原
典
で

読
む

べ

し、

す
な
わ

ち

中
国
語
文
献
だ

け

で

な

く
オ

リ

エ

ン

ト
の

楔
形
文

字
資
料
も
読
め
る
べ

き
だ
と

い

う
意

見
も

あ
る

に

違
い

な

い

が
、

現
在
の

世
界
の

学
会
に

お

い

て、

こ

れ
ら

両
地
域
の

古
代
言
語
に

堪

能
で

あ
る

研
究
者
を
私
は

知
ら
な
い

。

だ
か

ら、

自
ら
の

比

較
研
究
に

と

っ

て

重

要
と

感
じ

ら

れ
た

オ

リ
エ

ン

ト

神
話
関
係
の

未
邦
訳

の

文

献

（
S
・

N
・

ク

レ

ー

マ

ー

『

聖
婚

　
　
古
代
シ

ュ

メ

ー

ル

の

信
仰
・

神

話
・

儀
礼
』

新
地
書
房、

一

九
八
九

年、

ジ

ョ

ン

・

グ
レ

イ
『

オ

リ
エ

ン

ト

神
話
』

青
土

社
、

一

九
九
三

年
。

た

だ
し、

前
者
は
小
川
英
雄
と
の

共

訳）

を

自
ら

翻
訳
し

て

し

ま
う
と

い

う
献
身
ぶ

り
に

は

頭
が
下
が
る

。

図

版
資
料
や

関
連
文
献
へ

の

目
配
り
も
欠
け
て

は
い

な
い

。

古
代
中

国
と
一

口

に

い

っ

て

も

殷
代
か

ら

現
代
の

少
数
民
族
の

資
料
ま
で
、

文
献
テ
キ

ス

ト

の

み

な
ら

ず、

考
古
学
的
な

も

の

や

図
像
的
な

も
の

に

ま
で

幅
広
い

目

配
り

が
必

要
と

な

っ

て

く
る

。

そ

し

て

古
代
オ
リ

エ

ン

ト

と

い

っ

て

も、

シ

ュ

メ

ー

ル
、

ア

ッ

カ

ド
、

ヒ

ッ

タ
イ

ト
、

ウ

ガ

リ
ッ

ト
、

カ

ナ
ン
、

イ

ス

ラ

エ

ル

と

あ
る

し、

ギ
リ

シ

ア
、

ロ

ー

マ

の

資
料
へ

の

注
意
も
必
要
で

あ
る

。

資
料
的
な

制
約
を

、

広
い

地
域
の

各
種
の

膨
大
な

資
料
を
比
較
す

る
と

い

う

方
法
論
な

努
力
に

よ

っ

て

何
と

か

突
破
し

よ

う
と

す
る
著
者
の

研

究
姿
勢
に、

評

者
は

強
い

共
感
を

覚
え
る

も

の

で

あ
る

。

高
橋

原

著

『

ユ

ン

グ
の

宗
教
論

キ

リ
ス

ト

教
神

話
の

再
生

専

修
大

学
出
版
局

　
二

〇

〇
五

年
］

○
月
］

五

日

刊

　
四

六

判
　
三

〇
四

＋
一

八

頁
　
二

九
〇
〇
円
＋

税

森
　
岡

正

　
芳

』

　
ユ

ン

グ

を
思
想
史
的
あ
る

い

は

宗
教
史
的
に

ど
の

よ
う
に

評
価
す
る

の

か
。

欧
米
で

は

も
ち

ろ
ん

の

こ

と
、

日
本
に

お

い

て

も
す
で

に

水
準
の

高

い

論
考
が

多
く

出
版
さ
れ
て

き
て

い

る
。

　
ユ

ン

グ
の

分
析
心
理
学
に

つ

い

て

さ

ま
ざ

ま
な
含
意
で

も
っ

て

宗
教
的

と

い

う
表
現
が
な

さ

れ
る

こ

と

が

多
い

が
、

そ
の

内
実
は

ど
の

よ
う
な
も

の

で

あ
ろ

う
か

。

た

し

か

に
ユ

ン

グ
ほ

ど

色
濃
く
宗
教
に

つ

い

て

記
述
を

残
し

た
心
理
療

法
家
は

い

な
い

だ

ろ
う。

そ

れ
は

単
に

宗
教
に

つ

い

て

臨

床

的
な
視

点
か

ら

言
及
し

て

い

る

と

い

う
程
度
の

も
の

で

は

な

く
、

キ

リ

ス

ト

教
各

派、

異
端
の

宗
教
運
動
や

神
秘
主

義
、

錬
金
術
へ

の
一

連
の

研

究
は

も
ち

ろ

ん
の

こ

と
、

ヨ

ー

ガ

や
、

道
教、

禅
の

教
義
と

行
体
系
へ

の

根
源

的
な

研
究
に

及
び

、

さ

ら

に

は

独
自
の

「

神
学
」

と

し

て

も
読
み

う

る
ユ

ン

グ
の

後

期
著
作
群
な

ど
、

ユ

ン

グ
の

宗
教
論
を

課
題
に

す
る

と

い

っ

て

も、

誰
も
が
そ
の

重

厚
さ

峻

厳
さ

に

た

じ

ろ

が

ざ
る

を
え

な

い

だ

ろ

う。

ユ

ン

グ
の

宗
教

論
に

対
し
て

は

こ

の

よ

う
な

問
題

群
を

視
野
に

お

き

つ

つ
、

臨
床
的
な
視

点、

神
学
的
な

視
点
の

両
方

向
か

ら

接
近

す
る

こ

と

が

必
要
と

さ
れ
る

。
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